
開始年度 平成2０年度 
事業延長  L=３３５m 
事業内容  遊歩道          L=335 m 
      親水階段工        6 箇所 
      飛び石工     ３箇所 
      護岸修景    L= 457m      

事業経緯 

事業概要 位置図 

ワークショップメンバー 
地元自治会（4地区） まちづくり協議会、早稲田大学    北
泉小学校 都市再生機構 本庄市、埼玉県 

整備の状況 

雑草が繁り水辺に近づけない（H21.８撮影） 

水と緑の住民ワークショップ 
・第1回（H20.11.26） 
・第2回（H21.1.29） 
・第3回（H21.6.29） 

測量・設計（H20.5～H21.3） 

工事（H21.5～H23.3） 

水辺再生１００プラン 
８ 男堀川／本庄市北堀 

朝夕の散策ができるようになった。 

地域の声 

親水階段護岸が整備され水辺に親しめるようにになった。 
（H22.６撮影） 
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水辺を散策できる遊歩道 

河川内の散策路とし
て、遊歩道を整備し
ました。また、出入
口を整備することに
より河川内へのアク
セス性を向上させま
した。 

水辺に近づける親水護岸 

階段を整備し、安心して川へ
近づけるように水辺へのアク
セスを確保しました。また、
景観に配慮し、自然石を利用
しました。 

水辺に近づける飛び石 

飛び石をもうけ
て安心して川へ
近づけるように
流れへのアクセ
スを確保しまし
た。 

景観を向上させる護岸修景 

ﾌﾞﾛｯｸ面を粗にして基
礎部に自然石、木を使
用してビオトープに配
慮し又根掘れを防ぐよ
うにも配慮しました。 

 

 

 

 Ａ－Ａ’ 

：ビューポイント 

水や生物と親しむことができ、水際に近づける場所の創出 
ポイント①：自然と触れ合え、利用しやすい場をつくる 
ポイント②：水辺に近づきたくなる、良好な水環境をつくる 
ポイント③：河川の自然環境と調和した景観をつくる 
ポイント④：生き物が生息しやすい環境をつくる 

整備テーマ 
ポイント 

遊歩道 
横断図 

入口 入口 

入口 

入口 

入口 

遊歩道 

N 


	008_1男堀川１００プラン事業概要・表（H24.3.2）
	008_2男堀川１００プラン事業概要・裏（H24.3.6）

